
名古屋産業大学憲章名古屋産業大学憲章名古屋産業大学憲章名古屋産業大学憲章    
        

一一一一    建学の精神建学の精神建学の精神建学の精神    

大学の建学の精神は、大学の建学の精神は、大学の建学の精神は、大学の建学の精神は、「職業教育をとおして社会で活躍できる人材の育成」「職業教育をとおして社会で活躍できる人材の育成」「職業教育をとおして社会で活躍できる人材の育成」「職業教育をとおして社会で活躍できる人材の育成」とする。とする。とする。とする。    

    

    

一一一一    大学大学大学大学の理念の理念の理念の理念    

            大学は、大学は、大学は、大学は、「「「「誠実にして創造性に富み、専門的誠実にして創造性に富み、専門的誠実にして創造性に富み、専門的誠実にして創造性に富み、専門的能力能力能力能力を身につけたを身につけたを身につけたを身につけた、、、、産業産業産業産業社会で活躍できる人材を育成社会で活躍できる人材を育成社会で活躍できる人材を育成社会で活躍できる人材を育成すすすす

るるるる」」」」ことを目的ことを目的ことを目的ことを目的とする。とする。とする。とする。    

一一一一    現代現代現代現代ビジネス学部の理念ビジネス学部の理念ビジネス学部の理念ビジネス学部の理念    

            １１１１    大学は、大学は、大学は、大学は、現代現代現代現代ビジネス学部を置き、ビジネス学部を置き、ビジネス学部を置き、ビジネス学部を置き、広範多岐にわたる産業社会において、とりわけ広範多岐にわたる産業社会において、とりわけ広範多岐にわたる産業社会において、とりわけ広範多岐にわたる産業社会において、とりわけ企業経営の立企業経営の立企業経営の立企業経営の立

場から、場から、場から、場から、環境環境環境環境、、、、情報情報情報情報、ビジネス、ビジネス、ビジネス、ビジネスの専門分野に焦点を当てた構成とする。の専門分野に焦点を当てた構成とする。の専門分野に焦点を当てた構成とする。の専門分野に焦点を当てた構成とする。その理念は、その理念は、その理念は、その理念は、環境と情報は、環境と情報は、環境と情報は、環境と情報は、

これからのこれからのこれからのこれからのビジネスビジネスビジネスビジネス社会のあらゆる部門社会のあらゆる部門社会のあらゆる部門社会のあらゆる部門において欠くことのできない重要な共通学術基盤と予見において欠くことのできない重要な共通学術基盤と予見において欠くことのできない重要な共通学術基盤と予見において欠くことのできない重要な共通学術基盤と予見

される分野であることから、社会科学分野を主軸にしてされる分野であることから、社会科学分野を主軸にしてされる分野であることから、社会科学分野を主軸にしてされる分野であることから、社会科学分野を主軸にして環境ビジネス・情報環境ビジネス・情報環境ビジネス・情報環境ビジネス・情報ビジネスビジネスビジネスビジネスなど、現代ビなど、現代ビなど、現代ビなど、現代ビ

ジネスの成長分野ジネスの成長分野ジネスの成長分野ジネスの成長分野に特化した教育と研究を推進することに特化した教育と研究を推進することに特化した教育と研究を推進することに特化した教育と研究を推進することで、産業社会で活躍できる産業人で、産業社会で活躍できる産業人で、産業社会で活躍できる産業人で、産業社会で活躍できる産業人をををを育成す育成す育成す育成す

る。る。る。る。    

                

    

2222    大学は、大学は、大学は、大学は、現代現代現代現代ビジネス学部を置き、学部の教育目標を次のとおりとする。ビジネス学部を置き、学部の教育目標を次のとおりとする。ビジネス学部を置き、学部の教育目標を次のとおりとする。ビジネス学部を置き、学部の教育目標を次のとおりとする。    

(1)(1)(1)(1)    ビジネスのビジネスのビジネスのビジネスの基礎基礎基礎基礎知識を修得し、環境知識を修得し、環境知識を修得し、環境知識を修得し、環境、、、、情報情報情報情報、ビジネス、ビジネス、ビジネス、ビジネスに関する専門知識を活かしに関する専門知識を活かしに関する専門知識を活かしに関する専門知識を活かしてててて、産業・、産業・、産業・、産業・

経済の発展に寄与することができる人材を育成する。経済の発展に寄与することができる人材を育成する。経済の発展に寄与することができる人材を育成する。経済の発展に寄与することができる人材を育成する。    

(2)(2)(2)(2)    広範多岐にわたる産業社会の変化に即応でき広範多岐にわたる産業社会の変化に即応でき広範多岐にわたる産業社会の変化に即応でき広範多岐にわたる産業社会の変化に即応できるコミュニケーション能力を培い、異文化へのるコミュニケーション能力を培い、異文化へのるコミュニケーション能力を培い、異文化へのるコミュニケーション能力を培い、異文化への

理解を深め理解を深め理解を深め理解を深め、国際的視野で、国際的視野で、国際的視野で、国際的視野で活躍できる人材を育成する。活躍できる人材を育成する。活躍できる人材を育成する。活躍できる人材を育成する。    

(3)(3)(3)(3)    進展する高度情報社会にあって、情報処理・管理を駆使した、問題解決能力を備えた人材を進展する高度情報社会にあって、情報処理・管理を駆使した、問題解決能力を備えた人材を進展する高度情報社会にあって、情報処理・管理を駆使した、問題解決能力を備えた人材を進展する高度情報社会にあって、情報処理・管理を駆使した、問題解決能力を備えた人材を

育成する。育成する。育成する。育成する。    

    

一一一一    大学院環境マネジメント研究科の理念大学院環境マネジメント研究科の理念大学院環境マネジメント研究科の理念大学院環境マネジメント研究科の理念    

１１１１    大学は、大学は、大学は、大学は、大学院大学院大学院大学院を置き、学術の理論及び応用を教授研究し、その深を置き、学術の理論及び応用を教授研究し、その深を置き、学術の理論及び応用を教授研究し、その深を置き、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めるとともに、専攻分野に奥を究めるとともに、専攻分野に奥を究めるとともに、専攻分野に奥を究めるとともに、専攻分野に

おける実践的で創造的な能力を有する高度人材をおける実践的で創造的な能力を有する高度人材をおける実践的で創造的な能力を有する高度人材をおける実践的で創造的な能力を有する高度人材を育成育成育成育成することを目的とするすることを目的とするすることを目的とするすることを目的とする。。。。    

２２２２    大学は、大学は、大学は、大学は、大学院環境マネジメント研究科を置き、大学院の教育目標を大学院環境マネジメント研究科を置き、大学院の教育目標を大学院環境マネジメント研究科を置き、大学院の教育目標を大学院環境マネジメント研究科を置き、大学院の教育目標を次のとおりとする。次のとおりとする。次のとおりとする。次のとおりとする。    

(1)(1)(1)(1)     環境に関する教育・環境に関する教育・環境に関する教育・環境に関する教育・研究を通して、ビジネスの即戦力として求められる専門知識や技術、臨機応研究を通して、ビジネスの即戦力として求められる専門知識や技術、臨機応研究を通して、ビジネスの即戦力として求められる専門知識や技術、臨機応研究を通して、ビジネスの即戦力として求められる専門知識や技術、臨機応

変に対応できる思考能力を持つ高度職業人を育成する。変に対応できる思考能力を持つ高度職業人を育成する。変に対応できる思考能力を持つ高度職業人を育成する。変に対応できる思考能力を持つ高度職業人を育成する。    

(2)(2)(2)(2)     学術の理論及び応用を教授研究し、学術の理論及び応用を教授研究し、学術の理論及び応用を教授研究し、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めるとともに、専門分野における実践的で創造その深奥を究めるとともに、専門分野における実践的で創造その深奥を究めるとともに、専門分野における実践的で創造その深奥を究めるとともに、専門分野における実践的で創造

的な能力を有するより高い高度人材を育成する。的な能力を有するより高い高度人材を育成する。的な能力を有するより高い高度人材を育成する。的な能力を有するより高い高度人材を育成する。    

            

        平成平成平成平成 22229999年年年年 4444月月月月    

    

名名名名    古古古古    屋屋屋屋    産産産産    業業業業    大大大大    学学学学            学学学学    長長長長        

    

 

 

 

 


